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資料

自問スペクトラム症幼児におけるモーラに応じた音声模倣および命名の獲得

ーモーラリズムタッピング手続きによる指導効果の検討一

大石智子ネ・佐々木銀河川・野呂 文行*・

本側究では、!と!間スペクトラム症幼児 1tJに対して、モーラリズムタッピングを用

いて物!日i名称の音声紋倣指導を行い、介入手続きの各構成要素がiI維なモーラ単位で

の奇声模倣に及ぼす効果を検討することを目的とした。また、命名スキルにも刺激性

ililJ御が転移するかを検討した。発音のアセスメントを行った後で、モーラリズムの音

声提示、指導者によるタッピングモデル提示および対象児によるタッピングのガイダ

ンスを継時的に導入した。結果、指導者が音声モデルを提示するよりも、指導者と対

象児が音声モデルのモーラに合わせてカードをタッピングする方が正雄なモーラ単位

での音声模倣および命名スキルの促進に有効で、あった。この結果について、音声表出

における弁別WIJ激の明瞭化や刺激性lIìlJi~IJ のíj!i{多の観点から議論した。

キー・ワード: I~I 閉スペクトラム症 モーラリズムタッピング音声模倣 命名

1.開題と目的

自IU:jスペクトラム症児 (AutismSpectrum 

Disorder :以下， ASD)では、言葉葉φのj遅豆れや音戸

によるコミユニケ一シヨンにi囚忍契到難i住IをJ抱在えている

児童が多く見られる (ω;J小iト、林.杉L一_L九L

のj遅豆れのある ASD児に対対-して従来から他者の

を正しく模倣する音声模倣スキルの指導が

行われている(小林・杉山， 1977;谷・増田・

酒井， 1994)。例えば、谷ら(1994)では、音声

模倣スキルの指導を行うことで単および単語

での子模倣を習得し、 さらに、京会カードをJ=FJ

いた命名スキルも獲得したことを示している。

このように、正確な音声模倣スキルの獲得は、

より自発n~で機能 iねな言語の獲得をもたらすた

めの基盤となるため、:['(I}fな指導目標となる。
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また、指導者(大人)が子どもの音声を観察し、

i可じ反応を繰り返す逆模倣手続き (Dawson& 

Adamsラ 1984)、さらに指導者が子どもの音声反

応の詰棄を補って模倣する拡張逆模倣手続きが

音声模倣スキルおよび対人的相互作用の促進に

効果的で、あることが明らかにされている(石塚・

山本， 2014)。逆模倣・拡張逆模倣を用いた手

続きは、表出回要I~ な発声の模倣を1'~Jめから促す

のではなく、表出可能な発声を逆模倣により強

化しながら、話会を拡張するという点が特徴的

であり、発達障害児に対して逆模倣や拡張逆模

倣を行うことで正雄な命名反応、を獲得できるこ

とも示されている(I判11.菅佐原・山本， 2011)。

このように、対象児の音声表出に対ーするが;来事

象を操作することで?き二戸模倣スキルの獲得を目

指した研究が近年行われてきている。しかしな

がら、音声模倣スキルの獲得には対象児が刺激

音声に注意を払い、観察することも必要な条件

となるため(小林・杉山， 1977)、音声模倣スキ

ルの先行事象、つまり提示される音声の特徴に
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着目することが合わせて必要であると考えられ

る。

音戸の特徴の 1つとして、音韻の単位である

モーラ(拍)が挙げられる。定担発達の幻j見を

対象とした研究では、 IEMa~こ音声を算出する能

力とモーラをlji1立とした音i現分解能力の発達と

のIHJには正の相関係j係があり()武II¥J，2000)、

モーラ数が増加するにつれて正答率が低 iごする

ことがi開らかにされている(背聖子・池111，2002)。

また、定型発達幼児では、話し言葉ーの獲得以前

に単位の型IlWi:(受信)の方が先に学習され

ることが示されている(菅井， 1981) 0 

ASD児に対ーするモーラに着目した音声表出の

指導に関する研究としては、主に絵カード交換

コミュニケーションシステム (PictureExchange 

Communication System 以下， PECS)指導に関す

る1iJIヲピで、行われてきている。 例えば、 Yokoyamaラ

Naoiラ andYamamoto (2006)は}!lげを認のASD児 3

;{，を対象に PECS指導を実施し、 PECS指導に

伴った青戸表l:Uの↑足進を i珂らかにしている。そ

の':1=1で、 i?，二戸表lJ:lrを促進するために、物JDill名

のモーラ数に応じて等間隔のリズムでカード

をタップする fモーラリズムタッピング」手続

きを導入した。しかしながら、 Yokoyamaet al 

(2006)では、モーラリズムタッピングによる

表U:lr促進効果はなかったと結論づけられて

いる。一方で、平野・佐々木・野!日 (2016)では、

2 ;(IのASD児に対して通常の PECS指導と 11寺山

遅延およびそーラリズムタッピングの併用指導

を実施し、音声表IJI，に及ぼす影響の差呉を比較

した。その結果、モーラリズムタッピングに

よって、一部の物ifillにおいて新規の発話が~!二起

したことが示されている。このようにモーラリ

ズムタッピングによって ASD児における

表，IUを促進する可能性がJt)j待されているが、先

行研究ではー貰ーした矢口見が得られていなし E状況

にある。したカfって、モーラリズムタッピング

が音声表出を促進するのかどうか、また、音声

表出を促進する場合の作用機序について検討す

ることカヲ別選である。

モーラリズムタッピンクーの奇声表出促進剤j栄

を検するためには、まず、手続きを行15成する

要素の機能を詳細に検討することが重姿である

と考えられる。実際に、先行{りf究でFFlいられ

ているモーラリズムタッピング手続きでは、

「モーラリズムに応じた奇声提示」、「指導者に

よるタッピングのモデル提示」、「対象児のタッ

ピング行動」という 3つの要素で構成されると

考えられる。例えば、「モーラリズムに)忘じた

音声提示jは訟を構成する単音の!日jに遅延11寺IIU

が;没けられることで、各-ùìi カ \i~史的tの弁 j] !J Wljì放

としてより明瞭になる可能性カf考えられる。ま

た、「指導者によるタッピングのモデル提示J
は「モーラリズムによる音戸斗走示」に加えて、

各単音を模倣するタイミングを示す視覚(i~な弁

別刺激として指導者の指のモデルが機能する可

能性が考えられる。「対象児のタッピング行動J
は、指導者によるモーラリズムのす戸および

タッピングする指に対する観察反応として、モ

デルへの注目を促し、模倣のタイミングを示す

弁別刺激として指導者のモデルがより機能する

可能性が考えられる。先行研究ではこの 3つの

構成I}f素を同時に実施しているため、各構成要

素の在戸表UIr促進効果についてはi切らかにされ

ていなし、加えて、先行研究では PECS指導の

文JJJ長で行っており、モーラリズムタッピングに

よって生じたとされる音戸が指導者の音声模倣

によるものか、絵カードを見て I~I 発(i~に命名し

たのかは明らかでなし ¥0

そこで、本研究で、は、 ASD幼児 1;{，に対して、

モーラリズムタッピングをJIい、て物Jjill名称の音

声模倣指導を行った。その 1:1' で、以 I~. の 2 }立を

主な {iJr究 I~IIYJ とした。 1 点 I~I は、モーラリズム

タッピング手続きの構成立さ宗として、「モーラ

に応じた青戸提示j、「指導者によるタッピング

のモデル提示」、「対象児のタッピング行動」を

挙げ、それぞれの構成安京がIE雌なモーラ単位

での音戸表出に及ぼす効果を検討することで

あった。 2点目に、モーラに応じた苦戸去IIUの

京Iji放性iljlJiu'l!がJ旨導を行った音戸1模倣スキルだけ

でなく、命名スキルにも il!I;移するかを検討す一る

ことであった。
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II. 方法

1.対象児

自IU]スペクトラム症 (ASO) の診断を受ける

幼児 I名 (~j、下， A 児)を対象とした。 A9とは

知的障害児通尉施設の年長長11に在籍する男児

であり、 5i夜2ヶ月 11寺に実施した新版K式発注

検公2001の結栄では、姿勢・述動は lj夜4ヶ月

(OQ25)、H:i!JII. J0l JJ~~ は 1 6ヶ月 (OQ28)、

・1'1:会は Oi夜 11 ヶバ (OQ17) 、全'ÍÌJ~IJ或は 1iiit 

4ヶPl(OQ26)であった。また、 5i夜1ヶ月 11寺

に実施した Vineland向日 適応行動尺度の結栄で

は、受容言語の相当年齢が i歳 8ヶ月、表{JI，

の相当il.:iJ1'l叫す 1歳 2ヶ月であった。なお、 A

児は平野ら (2016)の研究における対象児(当

該研究においては B児と呼称)であり、モーラ

リズムタッピングによる音声表出指導の指導履

躍を右していた。

2. 場面設定

全ての手続きは、第一若者がメイントレーナ

ー(以下， MT)を担当した。指導場面iでMTは

札を扶んでA9とと向かい合って着席した。指導

はX大学のプレイルームにおいて、民U!IJとして

週 1II~I] 1 11寺!日j の↑11ïllJ!J指導の 1:1:1 で 10 分~ 15分程

度行った。

3. 発音のアセスメント及び対象語の選定

指導のIJトj始l誌に、音戸模倣の手続きをnい、て
uji.i去の発のA{i{iitl:についてアセスメントを実

施した。アセスメントは、 MTが単音を提示し

た後に A児に模倣させる手続きで尖施し、 jヨ:音・

子11i.が完全に寸女しているか、 E):音のみ一致し

ているか、同:去・ ともに不一致であるかを

fĤ1111iした。 d'討'1付i

さ半iド土j潟鵠音、 J箆?去の iま71種類を各 1ITIIずつnJしE

た。 lji.cg・の l[1能性にIVJするアセスメントの結果

は、 Table1 に示す。 lj:í.の L[長官I~t に限jするアセ

スメントネjlf栄から、 ij訂干、 j筒音、三i三濁音、;設者

による i~;二の正 {i官Ig: に走兵は見られず、)ハi日1いし、ら

れる F乙音によつて t単ji.今.i音去の正 iì能1在官似司'1七伺性;七問~I主i七二カがf斗;呉1ヰ己なる 1可iリJ了f能j定Eξ引'1

(サf行j工 マfわ行r， ラ行なとどご)が考考a えられた O また、

2モ一ラ、 3モーラ及び4モーラの単語につい

て!としいモーラ数で青戸校{肢ができるかについ
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て雑誌したところ、 2モーラ及び3モーラの単

語は正しいモーラ数で音声を表出できていたの

に対し、 4モーラの単語では 6単語rl:11単語し

か正しいモーラ数の音声を表 I~Uすることができ

なかった。

以上のことを踏まえ、指導の対象とする

は(1)4モーラで成り立つ単語であり、 (α2)E日iヨ! 

?常;

メントによつて表出が可可牟能でで、あつた7音去戸を l

以上合むことを条件に選定したO また、

j局者、三|三j出音、促音、 tlf~音など主jt訟を構成する

音の種類や配置によって命名および音声模倣の

難易度が呉なる i可能性を考慮し、指導にそ

れぞれの者の積類が含まれるよう選定した。そ

のあ!i来、選定された単誌は、 iilj.音のみで十合成さ

れる「くつしたよ濁音が含まれる「はぶらし」、

半濁音と促音が含まれる「ぽけっと」、半濁音

と援音が合まれる「えんぴつj、滋音が合まれ

る「はんかちJ、濁音と挺音が合まれる「にん

じんJであった。

4.研究手続き

全ての子続きは lブロック 6試行(各単語 i

試行す、つ)とし、 i セッション 1~2 ブロック

実施した。

(什1)べべ、一スライン(通常の音声提示)ド:MTは

;;1芸~;:定主された対対-完象ミリ4物均 iJl弘日

C口l1lη1)を提示しながら、 3秒i間J日舟i日1の遅延をカか、けた後、

Mτカが王斗4物勾iJi弘1-1

はモ一ラでで、i区玄切らすず、に提y示jぷtしたo A児がMT

のモデル音声提示後に音声を表出した場合、モ

との-致にかかわらず即時にくすぐり

によって強化した。また、 MTのモ

デル fti二戸提示後 3秒以 j二経過しでも A児が音声

を表出しない場合は、再度MTがモデル音声を

提示した。

(2) 介入 1 (モーラリズム音声提示):写真

カードを提示してから 3秒間の遅延をかけた

後、 MTが物iJl弘'1

|山;日叫i口:ド限長のリズムでで、音戸;抗芯示したO 奇声提示前に A

児が物Jilliの名称を命名しでも強化せず、モデル

音声提示後のA児の音声表出を強化した。その
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Table 1 .tìi{~fの正梯d':l:に関するアセスメント

BfPt コ あいうえお かきくけこ さしす ぜ そ たちってと なにぬねの

反応 00000  A 0 0 0 0 A A X A A o 0 A 0 0 o 0 X 企 O

音声 はひふへほ まみむめち や ゆ よらりるれろ わ 岸、ーー ん

反応 o Jo. A A 0 A 企企 A A 。 A AIA 0 A A A A 。。
E寸亙戸Z コ がぎぐげご ざじずぜぞ だぢづでど ばび小ベ{ぎ ぱびぷぺぽ

反f，芯 A A A 企企 企 0 0 0A o 0 A 0 0 o 0 企 oA o A 000  

。完全一致(母音・子育が完全に一致)

A :部分一致(母音のみが一致)

× 

表1:1:1の音戸は指導者が提示した音声を示し，反応は A児の反応の分知を示す.

他の手続きはベースラインと何様であった。

(3)介 入 II(モーラリズム音声提示+MT

タッピングモデル):介入 Iの手続きに、物J

の?音去戸戸王名称をモ一ラの数に)応忘じて等IY問i古笥;司1ド隔語のリズ

ムでで、言いながら、 MTが写真カードを人差し指

で1111く手続きを加えた。例えば、「くつした」

は「ク・ツ・シ・タj と4+I~lのリズムで音声と

カードのタッピングを同11寺にJ走示した。 1足音や

Ji室長?についても lモーラとしてカードのタッピ

ングを行った。

(4)介入 ill(モーラリズム音声提示+A兎

タッピングガイダンス):介入 Eの手続きに、

MTのカードのタッピングに合わせてサブト

レーナー(刀、 F，ST)が後ろから A児の手を

もって一緒にカードへのタッピングをガイダン

スする手続きを追加した。このとき、写真カー

ドの写真のドにモーラの数に応じて(すべて 4

つずつ)赤い丸を付加し、 STはA児の指が赤い

丸を左から右に一つずつタッピングしていくよ

うにガイダンスした。

5. 従属変数と研究デザイン

MTの音声提示前の音声表出を「命名J、音

声提示後の音声表出を「音声模倣」と定義し、

標的とした。それぞれの音声表出を、①「モー

ラの数・ /I):音がすべて一致している、カか、つ物J

名羽称;1仁ヰ中:1十ヤi十ド:1のいずず、れカか、の子古音.が 3音}j以;jぷj人、J一j上!ヒ二一致してい

るJ(}j以;グ孔j人、一下I~ご，正反応)、②「モーラの数. ff):音が

すべて一致しているJ(以下， Iヨー音・モーラが

一致)、③「モーラの数が一致しているJ(以下，

モーラが一致)、④「モーラの数が一致してい

ないJ(以下，モーラが不一致)の 4水準に分け、

観察された反応数をブロックごとに算出した。

また、物品JJIjの音声表，I:Uの推移についても評1illi

した。研究デザインは、行動Il¥J多層ベースライ

ンデザインを)=1い、た。

6. 観察者間一致率

音声模倣および命名のデータに関して、 itJl祭

者1M]一致率を算出した。本研究に関与していな

い行動分析学を学んでいる大学院生 I名が、

ベースライン、介入 I、介入 E、介入Eよりそ

れぞれ約30%のtl1JU~!I されたデータを評価し、第

一著者による 4水準の評価との一致率を釘:IHし

た。一致率(%)は、 4水準に関する JFle{illiが二

者向で一致した試行数を全試行数で I~~ 算し、

100を釆ー算することで、算出した。

その結果、音声模倣の一致率は90.5%、命名

の一一致率は91.7%であった。

7.倫理的配慮

A児の保護者に対して研究内容を口頭および

書而で説明し、研究内容の公表について書出で

同意を得た。

ill. 結果

1 .全物品における音声模倣および命名反応

ベースラインから介入阻までの全物品におけ

る音戸斗奨倣および命名反応の結果を Fig.1に示

す。音声模倣にi却して、ベースラインおよび介

入 Iでは、モーラが一一致する音声表出の反応数
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は 1JTIIのみであった。その後の介入 EでMTに

よるタッピングモデルを提示する手続きを付加

するとモーラが一致する音声表出の反応数が最

大で 51IT1まで増加し、さらに一部の物1211で、は正

反応も見られるようになった。介入車でA児に

タッピングのガイダンスを行った後では22ブ

ロックにおいて全ての物品でモーラが一致する

音声表出が見られた。

命名に関しては、ベースラインで、は命名の反

応数が 1ITIIのみであった。介入 Iでは命名の反

応数は最大で 41IT1まで地力IJしたが、モーラが一

致する青戸表I:Uの反応数は]、 2181程度とあま

り増加しなかった。介入 Hでは全ての物品で命

名反応が見られるようになり、また、モーラが

一致する音声表出の反応数も最大で 51目までI目

力11した。さらに、介入国では20ブロックにお

いて全ての物JAIlで、モーラが一致する音声表出が

介入 i

(モーラツスム

主主声提示)

6 ，~ ~I~ ~ ~I~ ~ ~ 

見られるようになり、 -1~1)の物 JJ! でôl[反応、も見

られた。また、命名に関してはモーラに区切る

音声表出はほとんど見られず、各音を続けて一

度に言う様子が全体の半数}_)、上の試行で材il認さ

れた。

2. 各物品における音声表出の推移

各物JIlliにおける奇声表出の推移について、音

声模倣の結果を Fig.2に、命名の結巣を Fig.3に

示す。また、各フェイズにおいて最も物JAil名に

近似していると判断された代表例を Table2に

示す。ベースラインでは、「えんぴつJiはぶら

し」の2 物iJi弘日

もに、モーラが一致した者戸は見られなかった。

ベースラインにおける実際の表出例としては、

「えんぴつ」は「エホトデjと4モーラであった

が、「くつした」は「ツツタ」と 3モーラで奇声

表出していた。介入 Iでも、音声模倣および命

ベスライン

i亘符の音声j是示)

介入 H
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ブ口ツク

Fig.1 全物lullにおける音)j'f棋倣および命名反応
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では母音・モーラが一致する音声去 l~U や、 3

以上の子音が一致する.1日反応のす戸表II:Uが見ら

れた。命名においては 6物 11511全てについて、

モーラが一致する奇戸表11'1が克られた。また、

「はんかちJrぽけっとjで月:奇・モーラカT一致

する ì~i二戸衣 u" が各 2 1m程度見られた。介入 Eに

おける実際の表出例としては、「はんかち」で

は fハンタチ」、れまけっと」では「ポケート j

などの 4モーラかつ全ての母音と 3音以上の子

音が一致する音戸が去ILUされていた。 ーブIで、

f
h
J
 

，
j
 

mp 

市
川
，

T
I
J

、1
 

f
寸
d
J

利子・仏:々 木

名ともに、 fえんぴつJrはぶらしjの 2物if11で

モーラが一致する音声表出が見られたが、他の

物121で、は全てモーラが不一致の音声表出であっ

た。介入 Iにおける実際の表I:IJIWUとしては、

「えんぴつJで「エンプキjなど段五二も合めた 4

モーラの音声が表出されていたが、「くつした」

は「テテタ jと3モーラのままであった。介入

Eでは、音戸模倣において「くつした」を除く

5物ifillについて、モーラが一致する音声去IUが

見られた。「にんじんJrはんかちJrぽけっと j

大石

介入 II 介入E

10 11 12 13 14 15 16117 18 19 20 21 22 

えんびっ

くつした

にんじん

はぶらし

はんかち

!まけっと

正反応

母音・モーうが一致

モーラが一致

モーラが不一致

Fig.2 物1211日u(音声模倣)の結果

関1:1:1の数字はブロック数を示す

介入 II 介入E

101112131415161711819202122 

デ
ー
タ
な
し

えんびっ

くつした

にんじん

はぶらし

はんかち

ぽけっと

正反応

母音・モーうが一致

モーラが一致

モーラが不一致
音声表出なし

Fig.3 物J!?!日u(命名)の結果

Ijgl 1:1 1の斜線は音声表出が見られなかったブロックを，数字はブロック数を示す.
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Table 2 各フェイズにおける奇戸表出の代表例

物品 BL 介入 I 介入 E 介入E
えんぴつ 模 倣 エ ホ ト ず ヱンフキエンペキエンペキ

命名 工ホンパエンペキエンペキ

くつした 模倣 ツツタ ァァタ ァァタ クツイタ
命名 テテタ テテキタ ツツシタ

にんじん模ム倣名
キンジ ニンピ ニンジン 二ンピツ

チタン インピツ ーンピツ

はぶらし 模倣フフウガチアキアキアキフキアキフキ

一二一一 命名アキア杢アキアキア杢ヨz_=E• ]?.杢ラ杢一

はんかち 模{放 ハギキ タチチ ハンタチハチ夕、チ

命名 タチト タンタチ ハキタキ

ぽiすっと 模倣 エンド レント ポケート トテット
命名 タタテ オエット タテント

各フエイズにおいてi長詰も物lJl目i

l出I1
1をf代t芝表ミ刊例1として2挙予lげγている. 会';1.おiiは音j!f]1ミJ'.Hが見られなかったこ

とを示す.

「くつした」の百-声模倣にi喝しては、モーラが

一致する奇声表出は一切見られなかった。介入

出では、子核倣および命名において 6~ÍI) III~I! 全

てでモーラが一致する音戸表出が見られ、「く

つした」において正反応が見られるようになっ

た。介入国における実際の表出例として、「く

つしたjでは「クツイタjなどの 4モーラかっ

全ての母音と 3青以上の子?主二が J女する音声が

表出されていた。

W.考察

1 .モーラリズムタッピング手続きの各構成

要素が音声模倣に及ほごす効果

本研究ではASD幼児 i名を対象に、モーラ

リズムタッピング手続きにおける 3つの構成要

素を継II~J:IY0 に導入することにより、各iWJJ主要素

が音声模倣に及ぼす効果を検証した。その結果、

介入 IでM丁がモーラに応じて音声を提示する

だけでは正保なモーラ単位での音声表出は促進

されなかった。このことから、より jI1l{iiなモー

ラ単位での表ruを促進するためには、 MT

が音戸モデルを提示するだけでは不十分である

11]"能性が示唆された。 ブj‘で、介入丑でMTが

モーラの数に応じてカードを111Iく手続きを加え

たところ、「くつしたjを除く 5物111111で正11Mな

-87 

モーラ tjjイ立での音声表出がfjt進された。このこ

とから、モーラの数に応じてカードを指でrqJく

モデルを提示することが、より正1i'{f1なモーラ単

位での音声表出の促進に効果的であることが示

唆された。実際に「にんじんJに関して、青戸

提示だけでは「ニンピ」と表出していたが、

MTによるタッピングモデ、ルを力11えたiill:f!tに

「ニンジン」と一表出することができていたo MT 

によるタッピングモデルの提示がより正維な

モーラ単位での音声表出の促進に効果的であっ

たJAEl:1としては、 MTカ王夕ツピングすす一るt指旨カf斗4却

iJi:弘i

機能していた可能性が考えられる O例えば、モー

ラリズムの音声提示単独では、 A児は 4モーラ

のうち前半(例:にんじんこずニン"ピ)あるい

は後半(例:ぽけっとコレン"トつしか観察す

ることができず、 4モーラ全てが音声表出の弁

別刺激として機能していなかったと考えられ

る。対して、 MTによるタッピングモデルの提

示は MTの指の動きが視覚的にモーラの数を提

示する手続きであり、 A~児ピにとつて物 iJi弘!口口1-1

つのモ一ラを有することを力弁1U引加iリjしやすかつた)可一IJ

f能i定E包，性1:'目:'1主i主;が考えられた O さらに、介入国でA児の子

をガイダンスしながら MTのタッピングに合わ

せて A児もタッピングする手続きを加えること
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によって、「くつしたjも含めた 6物 i品全てで

正硲なモーラ単位で、の音声表出を促進した。加

えて、「くつしたJに隠しては全ての母:音と 3

音以!二の子音が一致する音声表出が生起するよ

うになった。このことから、 MTと一緒に対象

児もタッピングをすることがMT単独でタッピ

ングのモデルを提示するよりも、さらに.TET能な

モーラ単位で、の音声表出を促進する可能性が示

唆された。その翌日出として、「くつしたjに関

して、介入 1. rrともに音声表出では「テテタj

と話頭音の母:音のみ一致する音声で、表出してい

たことから、「くつしjの部分を介入初期から

誤学習しており、 MTによるモーラリズムタッ

ピングを月弘、てもモデル音声に十分に注目でき

ず、正しい音声を学習できなかった可能性が推

祭された。そこで、 A児がMTと一緒にタッピ

ングすることによって、 A児自身がMTのタッ

ピングに合わせて動作を行う必要性が生じ、

MTが発声する各単音に対する観察反応として

A児の動作が機能し、より正維な音声の再学習

を促進したのではないかと考えられた。これら

の結果から、モーラリズムの提示だけでは正確

なモーラ単位での音声表出の促進には不 1-分で

あり、指導者がタッピングする、または指導者

と子どもが一緒にタッビングすることが正維な

モーラ単位での音声表出を促進することが明ら

かとなった。

2.音声模倣から命名への刺激性制御の転移

本研究では、正維なモーラ単位での音声模倣

スキルの獲得だけでなく、絵カードを見て自発

的に音声を表出する命名スキルへの刺激性制御

の転移についても検証した。その結果、音声模

倣と命名において正確なモーラ単位での音声表

出が同様の傾向で促進されることが明らかと

なった。つまり、モーラリズムタッピング手-続

きによる音声模倣の指導によって、絵カード‘に

対する自発的な命名も促進することが示唆され

た。このことは、音声模倣の指導H寺において絵

カードを提示しながら指導したことにより、

MTの音声提示を弁別刺激としたA児の音声表

出行動(奇声模倣)から、絵カードを弁7JIJ刺激

とした向ーの反応型である音声表出行動(命名)

に刺激性制御が転移した結果と考えられた。先

行研究においても視覚刺激と聴覚刺激の問時提

示により、 j聴覚刺激(例:音声)から視覚刺激

(例:絵カード)への刺激性制御の転移を促進す

ることが示唆されており (Takahashi，Yamamoto， 

& Noro， 2011)、先行研究を支持する結果となっ

?こ一口

モーラリズムタッピングの指導手続きが音声

模倣だけでなく、命名においても正維なモーラ

単位での音声表出を促進したことは臨床!'I~に重

姿な知見と考えられる。モーラリズムタッピン

グ手続きの臨床上の利点として、平野ら (2016)

はモーラ単位に分解すること自体は指導者に専

門的な知識を必要としないため、専門性のない

保護者でも家庭で音声言誌を指導する I{t，~に負担

の低い手続きであると指摘している。平野ら

(2016)では表出した音声が音声模倣であるの

か命名であるのかは詳細に評価していないが、

本研究において音声模倣だけでなく命名も促進

することを示したことで、モーラリズムタッピ

ング手続きが家庭において負担の低い指導手続

きであるだけでなく、将来的に子どもが絵カー

ドへの命名を I~I 発!'I'0 に行う可能性を示唆すると

考えられた。したがって、今後は家庭において

保護者がモーラリズムに応じて物!日iや絵カード

を指:Zl~ しながら逆模倣・拡張逆模倣手続き(石

坂・山本， 2014) を行うことで、保護者にとっ

て実行可能かつ子どもの音声模倣および命名を

促進する補助的手続きとしての効果がモーラリ

ズムタッピングにWJ待されるだろう。

3. 本研究の限界と今後の課題

本研究の今後の課題としては、.l-j，Tの4点が

あげられる。 1 点 I~I として、本研究では正確な

モーラ単位での音声表出のみを許制したが、日

常生活において他者に聞き取りやすい音声表出

を獲得するためにはモーラ間の遅延時間を短く

するといった音声表出の流i陽性に関する指導と

評価が必要である。また、流*易性の指導と iFHilli

に加えて、他者の印象詐定を踏まえた音声表出

の明i佼!支と正路な構音の形成ならびに維持の検
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討が課題として挙げられる。 2点目として、本

Jりf1tでは全て 4モーラの物品を用いて正雄な

モーラ ljt位での音声表出の効果を検討したた

め、 5モーラ以上の正雄なモーラ単位での音声

表出を促進するか、あるいは異なるモーラ数の

物1171を混ぜた刺激セットでも正しくモーラ数を

弁別して正舶:なモーラ単位での音声表出できる

かは不明である。そこで、今後の研究では 5モー

ラ以上の物11511を含めた呉なるモーラ数の刺激

セットによってモーラリズムタッピング手続き

の効果を検証する必要がある。 3 点 I~I に、本研

究では使用した 6物JAIl全てにおいてモーラリズ

ムタッピングの手続きを用いて指導を行ったた

め、指導しない物i弘群を設定し、未指導の物iIRl

において正イiNなモーラ単位での音声表出が可能

であるか(刺激般化)についても検討が必要で

あるだろう。 最後に、本研究では各条件におけ

るブロック数を統制することができなかったた

め、各条件の達成基準を設けるあるいはブロッ

ク数を統制して実施することで、本{リr究の結果

が各構成要素によるものか習熟によるものかを

i何時に分 PJ!í~するために必要であると考えられ

る。
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InSlruction for vocal i111日arion01' na111es of lhings was provicled lo a young chilcl wilh autis111 

spectru111 disorder， by using 1110ra rhythm lapping. The elTecls 01' each component of the inlervenlion 

pl・oceclureson vocal imitation based on mora were invesli臼atecl.Furthermore， possible transfer 01' b ・ ラ

stimulus conlrol to naming skills was also assessecl. 1ごirsl、pl・onunciationswet・eevaluated， ancl then、

voices with mora rhythms、tappingmodels by lhe instructor， and child's guidance in tapping、were

sllccessively presentecllo the child. As a resllll， 3CCllrale vocal imitation ancl naming skills were more 

effectively achievecl by lhe instructor and the chilcl tapping a carcl to mora 01' the voice moclel， 

compared lo presemalion oflhe voice model by lhe instrllctor. The above reslllls are cliscussecl 1、i-omthe 

pel可)ective01' clarifying cliscriminalive stimuli in vocal expressions ancl the transfer 01' slimulus 

conlrol 
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